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各位 
関西岩場環境整備ネット 

西村 良信 
 

御着の岩場（西面・南面・東面） 終了点整備報告書 
 

 謹啓 皆様方にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 
  

10 月 19 日（日）に御着の岩場において、参加者各位のご協力により予定通り終了点のリボルト（改

修）を行う事が出来ましたので報告致します。 
 尚、この整備により安全を保証するものではありません。ここを登られる方々の責任において 
十分なる安全確認を行い登っていただきますようお願いします。 
また整備内容等に問題がありましたら下記連絡先にご連絡お願いします。 
 

記 
1. 作 業 日 時：2014 年 10 月 19 日（日）9 時 30 分から 
2. 集 合 場 所：御着岩場の登り口道路 9 時 
3. 作 業 者：関西岩場環境整備ネットメンバー及びリボルト経験者 

         松本憲親・橋本容子・新田育夫・市原喜与治・黒田信男・渕上勝之・吉谷隆男 
         川尻重和・森本英之・岸岡 寛・本多裕理 ・岡島伸浩・青木 洋・濱野慎司 

松村隆廣・西村良信 
4. 作 業 内 容：御着の岩場の終了点 約 35 箇所の改修+腐食等のある中間支点若干 

         西面・南面・東面の各終了点 ルート図に記入した赤字の部分を改修した。 
5. 使 用 資 材：Fixe #037 #040  

         ケミカルアンカー HILTI HIT-HY 150 MAX  HILTI HIT-HY200R 
6. 作 業 基 準：KINET のリボルト作業基準に準拠し行った。 
7. 連 絡 先： kinet2008koho@yahoo.co.jp 
8. 作 業 手 順：現終了点またはその上部にアンカー支点を設け別紙ビレー要領図に従い安全確 

    保の上作業を行った。 
9. ク レ ー ム 等：当日はクライマー皆無のため特にありませんでした。 
10. 開 拓 者 の 承 諾：2014 年 9 月 22 日に承諾をいただきました。 
11. 諸注意とお願い：整備された支点は、月曜日までは使わないでください。ケミカル接着剤が 

完全に固まるのに時間がかかります。ルート整備は、最新の技術と資材で行 
っていますが、支点の安全性を 100%保障するものではありません。 
クライミングにおいては、あくまで、各自、自己責任で支点や終了点の信頼性 
の確認を含め行ってください。 

12. 整 備 費 用：日本勤労者山岳連盟の岩場整備資金で行いました。一部資材（HY150MAX） 
は JFA より提供いただきました。 

以上 



 
ビレイ要領図 
ﾗﾋﾞｯﾄﾉｯﾄまたはｴｲﾄﾉｯﾄで終了点に固定 安付ﾋﾞﾅ複数使用 
                               
 
 
 
              ﾒｲﾝ側ﾛｰﾌﾟ 

予備側ﾛｰﾌﾟ 
              ﾕﾏｰﾙまたはﾌﾘｸｼｮﾝﾉｯﾄ 

作業袋 
 
                  ｸﾞﾘｸﾞﾘ or ﾕﾏｰﾙまたはﾌﾘｸｼｮﾝﾉｯﾄ 
ﾕﾏｰﾙまたはﾌﾘｸｼｮﾝﾉｯﾄ 
（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ） 
 
 
 
使用資材 

Fixe ＃037          Fixe ＃040   

 
作業手順 
1.上部スラブにて作業用支点構築。ロープをフィックスする。各作業エリアは 2 人構成で作業を行う。 
2.薄皮状の浮石が張り付いている場所があるので要注意。踏むと割れて落下する。 
3.今回、ケミカルアンカーは HIT-HY 150 MAX を使用するので 25℃でゲル状 5 分 硬化時間約 1 時間 
4.ラッペルステーションを設置し、設置後、既存の支点を撤去する。残置のｶﾗﾋﾞﾅで使用可は新終了点に

設置。 
5.安全確保は上記、ビレイ要領図に従い行う事。 
. 

ﾋﾞﾚｲﾙｰﾌﾟ or ﾀｲｲﾝﾎﾟｲﾝﾄ 



2014/10/15

班編制を行いましたが、現地で入れ替えることもあります。

作業ｴﾘｱ 作業者名 役割 作業内容

松本憲親 ﾘｰﾀﾞｰ

橋本容子

岡島伸浩

渕上勝之 ﾘｰﾀﾞｰ

森本英之

吉谷隆男

新田育夫 ﾘｰﾀﾞｰ

河尻重和

市原喜与治

岸岡 寛

本多裕理

西村良信 ﾘｰﾀﾞｰ

濱野慎司

青木 洋

黒田信男 ﾘｰﾀﾞｰ

橋本容子

岸岡 寛

本多裕理

松村隆廣

装備等

個人用 通常の登攀用具以外に＃17ﾚﾝﾁまたはｽﾊﾟﾅ・ﾏｽｸ・ｺﾞﾐ袋少々・ﾕﾏｰﾙ・ｱﾌﾞﾐ・ｳｴｽ少々

ﾛｰﾌﾟ 各班で固定用ﾛｰﾌﾟ10mm程度のｼﾝｸﾞﾙが2本必要です。

ﾄﾞﾘﾙ・主要資材 西村が持参

 ラッペルステーション：25セット  Fixe #040：16個（8セット）計33終了点分

 注入器：5セット（新田さん1個、西村4個）

 ドリル：5台（市原さん1台 新田さん1台 西村3台）

作業方法

1.南西壁と東壁の間を登り左側南西壁右側東壁上部よりフィックスロープを作業班ごとにセットする。

セルフビレイは参考図を参照し各自2～3本のスリングで固定する。各作業ｴﾘｱは2人～3人構成で作業を行う。

2.薄皮状の浮石が張り付いている場所があるので要注意。踏むと割れて落下する。

3.今回、ケミカルアンカーはHIT-HY 150 MAXを使用するので25℃でｹﾞﾙ状5分 硬化時間約1時間

4.ﾗｯﾍﾟﾙｽﾃｰｼｮﾝを設置し、設置後、既存の支点を撤去する。残置のｶﾗﾋﾞﾅで使用可は新終了点に設置。

5.安全確保は下記、ﾋﾞﾚｰ要領図に従い行う事。

6.開拓者よりの申し入れで終了点位置を下げて最終ﾑｰﾌﾞが無くなる事のないよう注意する事。

体より3本のｾﾙﾌﾋﾞﾚｰを出す事 ｴｲﾄﾉｯﾄ等で終了点に固定 安付ﾋﾞﾅ複数使用

終了点　14～18の5箇所程度の打ち替え。

19～22は南西面壁班で共同作業

終了点　31～36の6箇所程度の打ち替え。

各ｻﾎﾟｰﾄの人に打ち方の指導を行う。

終了点　8～13の6箇所程度の打ち替え。

19～22は南西面壁班で共同作業

各ｻﾎﾟｰﾄの人に打ち方の指導を行う。

御着の岩場 終了点整備計画 作業班編成表

東面壁作業１

南西面壁作業１

終了点　25～29の5箇所程度の打ち替え。

各ｻﾎﾟｰﾄの人に打ち方の指導を行う。

終了点　1～7の7箇所程度の打ち替え。

19～22は南西面壁班で共同作業

各ｻﾎﾟｰﾄの人に打ち方の指導を行う。

物資等の補給。 電気を借用できれば電池充電。

安全確認

東面壁作業２

ｻﾎﾟｰﾄ

南西面壁作業３

南西面壁作業２
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14カ所 #037：9個  #040：5個+ハンガー +チェーン

は、#040＋ハンガー＋チェー
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整備中写真

2014-10-19

整備中写真

2014-10-19

整備カ所番号 19
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2014-10-19

整備カ所番号 20

リボルト№32

2014-10-19

リボルト№31

2014-10-19
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リボルト№33

2014-10-19

リボルト№34

2014-10-19

リボルト№35

2014-10-19
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リボルト№36

2014-10-19

南西面壁作業１エリア

リボルト

2014-10-19

御着の岩場終了点リボ

ルト 撤去したアイボル

ト

2014-11-12
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御着の岩場リボルト

撤去したスリング類

2014-10-19


